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☎0185-88-8407 

古くから伝えられている「房住山昔物語」 

 征夷大将軍坂上田村麻呂がやってきたとき、房住

山の近くに住む長面三兄弟は、房住山に棲んでいた

とされる阿計徒丸（あけとまる）・阿計留丸（あけ

るまる）・阿計志丸（あけしまる）という三兄弟の

鬼で、勅命を受けて蝦夷征討にやって来た坂上田村

麿が蝦夷の族長を倒した後に残党狩りにやって来て

この三兄弟を討ったとされるお話です。 

この長面という意味は、この鬼の面の広さが 1

尺 3 寸（約 50cm）であり、額際から顎先までが

2 尺 4,5 寸（約 95cm）もあったからだといわれ

ている。 

だが、この鬼達は巨体であり、菅江真澄の『房住

山昔物語』によれば 阿計徒丸（長男）は身の丈 1

丈 3 尺 5 寸（5.13m）、阿計留丸（次男）は身の

丈 1 丈 3 尺（4.94m）、阿計志丸（三男）は身の

丈 1 丈 2 尺（4.56m）あったとされる。 

二ツ井と琴丘にまたがる房住山は、古代から中世に

かけて山岳仏教の一大拠点として栄えた山。  

 房住山の名も、この山中に寺が満ち、塔頭が立ち並

び、数多くの僧が住んでいたことから付けられたもの

といわれる。現在も山中には、当時の名残を残す場所

がいくつもあり、道の両側には石仏・33 観音が並ん

でいる。 

 

三種の地名「長面」

は長面三兄弟の長面

に由来しており、以

前はお祭りに長面三

兄弟の着ぐるみを着

て行っていた。 



・ありがとう（明智道徳） 
・栄光へ奔る旗手（胡桃沢耕史） 
・弟（石原慎太郎） 
・怪談人恋坂（赤川次郎） 
・かけがえのない贈り物（向田和子） 
・株主総会（牛島信） 
・きょうもいい塩梅（内館牧子） 
・記憶の中の殺人（内田康夫） 
・斎王の葬列（内田康夫） 
・殺人者はオーラを見た（西村京太郎） 
・座席急行「津軽」殺人事件（西村京太郎） 
 

・事件でござるぞ、太郎冠者（井上尚登） 
・すかたん（朝井まて） 
・ステッセルのピアノ（五木寛之） 
・他力（五木寛之） 
・小さいときから考えてきたこと（黒柳徹子） 
・てのひらの迷路（石田衣良） 
・十津川警部出雲伝説と木次線（西村京太郎） 
・十津川警部千曲川に犯人を追う（西村京太郎） 
・十和田湖殺人事件（中町信） 
・どくとるマンボウ医局記（北杜夫） 
・鈍感力（渡辺淳一） 

・泣きの銀次（宇江佐真理） 
・はちまん上（内田康夫） 
・はちまん下（内田康夫） 
・ひとり日和（青山七恵） 
・炎蛹（大沢在昌） 
・歩兵の本領（浅田次郎） 
・都の西北貧乏荘物語（阿部牧郎） 
・嫁洗い池（芦原すなお） 

 

 

  

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※恋文すぽっときみまちで借りられます 

道の駅ふたついにて 

秋田杉の里二ツ井まつりが行われます。 

2022.7/9(土) 10:00～16:00 

10(日) 10:00～15:00 

木工品の販売や体験コーナー等たくさん 

夏休みハーバリウム講座 

7 月２６日（火） 

13:30～15:30 

費用 1,200 円 定員８名 

固まるハーバリウム講座 

7 月１６日（土） 

13:00～15:30 

費用 900 円～ 定員６名 

珈琲の豆知識講座 

7 月３０日（土） 

14:00～15:00 

費用 500 円～ 定員６名 

水槽のように 
お魚が浮かぶ 
ハーバリウム 

ペン立て 
歯ブラシ立て 
印鑑立てに 

美味しい淹れ方 
まずい淹れ方が 
学べます。 
（試飲あり） 

恋文すぽっときみまち  

 


